
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通行者が投入する券から改札情報を読取って改札業務を自動的に行なう自動改札装置と
、この自動改札装置と電気的に接続され、前記自動改札装置の状態監視や状態設定などを
行なう監視装置とからなる自動改札システムにおいて、
　前記自動改札装置は、
　改札用の通路に進入する通行者によって券投入部に投入された券を取込んで券受取部ま
で搬送する券搬送手段と、
　この券搬送手段で搬送される券から改札情報を読取る読取手段と、
　この読取手段で読取った改札情報に基づき前記取込んだ券の有効性を判定する第１の判
定手段と、
　この第１の判定手段の判定結果が否であったとき、前記通行者の通行を阻止する通行制
御手段と、
　前記券搬送手段で券づまり異常が生じたとき、あるいは、前記第１の判定手段の判定結
果が否となる判定異常が生じたとき、その異常内容を前記監視装置に対して送信する第１
の送信手段と、
　前記券搬送手段で券づまり異常が生じたとき、あるいは、前記第１の判定手段の判定結
果が否となる判定異常が生じたとき、その旨を前記通行者に対して報知するとともに、本
自動改札装置を異常状態に設定する制御手段と、
　前記監視装置から送信される案内指示命令を受信する第１の受信手段と、
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　この第１の受信手段で受信した案内指示命令にしたがって前記通行者に対して対応方法
を案内指示する案内指示手段と、
　この案内指示手段の案内指示にしたがい前記通行者が前記券受取部から券を受取って前
記通路から退却すると、それを検出する検出手段と、
　この検出手段の検出結果に基づき前記異常状態を解除する異常解除手段と、
　前記検出手段の検出結果に基づき前記監視装置に対して異常解除情報を送信する第２の
送信手段とを具備し、
　前記監視装置は、
　前記自動改札装置から送信される異常内容および異常解除情報をそれぞれ受信する第２
の受信手段と、
　この第２の受信手段で受信した異常内容および異常解除情報をそれぞれ表示する表示手
段と、
　前記第２の受信手段で受信した異常内容が券づまり異常か判定異常かを判定する第２の
判定手段と、
　この第２の判定手段の判定結果が判定異常のとき、前記通行者に対する案内指示命令を
前記自動改札装置に対して送信する第３の送信手段とを具備したことを特徴とする自動改
札システム。
【請求項２】
　通行者が提示する記録媒体から改札情報を読取って改札業務を自動的に行なう複数の自
動改札装置と、この複数の自動改札装置とそれぞれ電気的に接続され、前記自動改札装置
の状態監視や状態設定などを行なう監視装置とからなる自動改札システムにおいて、
　前記自動改札装置は、
　通行者が提示する記録媒体から改札情報を読取る読取手段と、
　この読取手段で読取った改札情報に基づき改札処理を行なうことにより、前記通行者の
通行可否を決定する通行可否決定手段と、
　この通行可否決定手段の結果に基づき前記通行者の通行を制御する通行制御手段と、
　前記通行可否決定手段の結果が通行不可となるなどの異常が生じたとき、その異常内容
を前記監視装置に対して送信する第１の送信手段と、
　前記通行可否決定手段の結果が通行不可となるなどの異常が生じたとき、その旨を前記
通行者に対して報知するとともに、本自動改札装置を異常状態に設定する第１の制御手段
と、
　前記監視装置から送信される異常解除命令を受信する第１の受信手段と、
　この第１の受信手段で異常解除命令を受信すると、前記異常状態を解除する異常解除手
段と、
　前記監視装置から送信される通行許可命令を受信する第２の受信手段と、
　この第２の受信手段で受信した通行許可命令にしたがって前記通行制御手段を強制的に
通行可能状態に制御する第２の制御手段とを具備し、
　前記監視装置は、
　前記自動改札装置から送信される異常内容を受信する第３の受信手段と、
　この第３の受信手段で受信した異常内容を表示する表示手段と、
　この表示手段で表示された異常内容から、その異常が本監視装置から解除可能と判断で
きた場合、異常解除命令を前記自動改札装置に対して送信する第２の送信手段と、
　前記自動改札装置を強制的に通行可能状態に設定するための第１の操作ボタンを前記表
示手段に表示するよう前記表示手段を制御する第３の制御手段と、
　前記表示された第１の操作ボタンが操作されると、前記複数の自動改札装置にそれぞれ
対応する複数の第２の操作ボタンを前記表示手段に表示するよう前記表示手段を制御する
第４の制御手段と、
　前記表示された複数の第２の操作ボタンのうちの１つの操作ボタンが操作されると、そ
の操作された第２の操作ボタンと対応する前記自動改札装置に対して通行許可命令を送信
する第３の送信手段とを具備したことを特徴とする自動改札システム。
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【請求項３】
　前記第４の制御手段によって前記表示手段に表示される前記複数の第２の操作ボタンは
単一の表示画面にそれぞれ表示されることを特徴とする請求項 記載の自動改札システム
。
【請求項４】
　通行者が提示する記録媒体から改札情報を読取って改札業務を自動的に行なう複数の自
動改札装置と、この複数の自動改札装置とそれぞれ電気的に接続され、前記自動改札装置
の状態監視や状態設定などを行なう監視装置とからなる自動改札システムにおいて、
　前記自動改札装置は、
　通行者が提示する記録媒体から改札情報を読取る読取手段と、
　この読取手段で読取った改札情報に基づき改札処理を行なうことにより、前記通行者の
通行可否を決定する通行可否決定手段と、
　この通行可否決定手段の結果に基づき前記通行者の通行を制御する通行制御手段と、
　前記通行可否決定手段の結果が通行不可となるなどの異常が生じたとき、その異常内容
を前記監視装置に対して送信する第１の送信手段と、
　前記通行可否決定手段の結果が通行不可となるなどの異常が生じたとき、その旨を前記
通行者に対して報知するとともに、本自動改札装置を異常状態に設定する第１の制御手段
と、
　前記監視装置から送信される異常解除命令を受信する第１の受信手段と、
　この第１の受信手段で異常解除命令を受信すると、前記異常状態を解除する異常解除手
段と、
　前記監視装置から送信される通行許可命令を受信する第２の受信手段と、
　この第２の受信手段で受信した通行許可命令にしたがって前記通行制御手段を強制的に
通行可能状態に制御する第２の制御手段とを具備し、
　前記監視装置は、
　前記自動改札装置から送信される異常内容を受信する第３の受信手段と、
　この第３の受信手段で前記自動改札装置からの異常内容を受信すると、その受信した異
常内容を表示するとともに、リセットボタンを表示する表示手段と、
　この表示手段で表示された異常内容から、その異常が本監視装置から解除可能と判断で
きた場合、前記表示手段に表示されているリセットボタンを操作することにより、異常解
除命令を前記自動改札装置に対して送信する第２の送信手段と、
　前記自動改札装置を強制的に通行可能状態に設定するための第１の操作ボタンを前記表
示手段に表示するよう前記表示手段を制御する第３の制御手段と、
　前記表示された第１の操作ボタンが操作されると、前記複数の自動改札装置にそれぞれ
対応する複数の第２の操作ボタンを前記表示手段に表示するよう前記表示手段を制御する
第４の制御手段と、
　前記表示された複数の第２の操作ボタンのうちの１つの操作ボタンが操作されると、そ
の操作された第２の操作ボタンと対応する前記自動改札装置に対して通行許可命令を送信
する第３の送信手段とを具備したことを特徴とする自動改札システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、たとえば、鉄道関係の駅に設置され、通行者が投入する乗車券から改札情報を
読取って改札業務を自動的に行なう自動改札装置と、この自動改札装置と電気的に接続さ
れ、自動改札装置の状態監視や状態設定などを行なう監視装置とからなる自動改札システ
ムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、たとえば、鉄道関係において、改札業務の省力化を目的として、鉄道などの施設の
入場口あるいは出場口などに設けられ、施設を利用する利用者（通行者）が施設に入場あ
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るいは出場する際、または、施設の乗換えを行なう際、通行者が携帯する乗車券（記録媒
体）を取込んで検査し、乗車券が正当であれば通行者の通過を許可し、不当であればドア
を閉じて通行者の通過を阻止する自動改札装置が導入されている。
【０００３】
この種の自動改札装置では、券づまりや判定異常などの異常が発生すると、ブザーを鳴動
させて警報を発し、ドアを閉じて通行者の通行を阻止するとともに、表示機能および音声
案内機能により、通行者に対して異常内容と対応方法の案内を行なっている。
【０００４】
また、各入場口あるいは各出場口に設置された自動改札装置は、係員のいる監視室内に設
置され、それらの状態監視や状態設定などを行なうための監視装置にそれぞれ電気的に接
続されている。そして、監視装置では、自動改札装置での異常発生時にブザーが鳴動する
とともに、発生した異常の詳細内容を表示するようになっている。
【０００５】
さらに、監視装置からは、各自動改札装置に対して警報の停止を行なうことができ、特定
の異常内容については、監視装置のリセットボタンを押下することにより、自動改札装置
の異常状態をクリア（解除）する機能を有している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上述した従来の技術には以下の問題点があった。
【０００７】
（１）通行者（乗客）の投入した乗車券の判定結果が否となる異常の場合、通行者は乗車
券を抜き取って再度投入する、正しい乗車券を投入する、あるいは、乗車券を持って係員
の所に行き、係員に乗車券を提示して通行できるかどうかを確認する必要がある。しかし
、どのようにすべきかが判断できない通行者は、自動改札装置の通路内に立ち止まったま
まとなり、その改札通路をふさいでしまい、他の通行者が自動改札装置を利用できなくな
り、流動阻害を引き起こす可能性がある。
【０００８】
（２）通行者の投入した乗車券の判定結果が否となる異常の場合、通行者は係員の所に行
き、係員に乗車券を提示して通行できるかどうかを確認する必要があるが、券受取口に放
出されている乗車券を抜取らずに、そのまま改札通路から退却してしまう場合がある。
【０００９】
（３）監視装置では、自動改札装置で発生した異常の詳細内容を表示することができるが
、その異常がまだ継続中の異常なのか、既に解除されてしまった異常なのかの判断できな
い。
【００１０】
（４）監視装置において、接続されている自動改札装置の台数分のリセットスイッチが必
要となるため、自動改札装置の接続台数により、監視装置の表示操作部を複数種類（５台
接続用、１０台接続用など）用意する必要があるとともに、自動改札装置の接続台数が多
い場合にはリセットスイッチを多数配置するため、監視装置の表示操作部の寸法が大きく
なってしまう。逆に、監視装置の表示操作部を１種類のみとすると、接続台数が少ない場
合（たとえば、１０台接続用に３台だけ自動改札装置を接続）には、使用されないリセッ
トスイッチが多く、無駄がある。
【００１１】
（５）接続されている自動改札装置の台数分のリセットスイッチがあるため、複数の自動
改札装置で異常が発生した場合に、異常を解除しようとした自動改札装置とは異なる自動
改札装置のリセットスイッチを押下してしまうという誤操作が発生する危険性がある。
【００１２】
そこで、本発明は、たとえば、通行者の投入した券の判定結果が否となる異常が発生し、
通行者がどのようにすべきかが判断できずに改札通路内に立ち止まっている場合、通行者
に対して対応方法を表示および音声案内などにより案内指示することができ、通行者への
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サービスを向上することができるとともに、改札通路の閉鎖時間を短縮することができる
自動改札システムを提供することを目的とする。
【００１３】
また、本発明は、通行者に対して対応方法を案内指示して、通行者を係員の所に誘導する
場合に、通行者が券受取部に放出されている券を抜取らずに、そのまま改札通路から退却
した場合、券の取り忘れを報知し、券の取り忘れを防止できる自動改札システムを提供す
ることを目的とする。
【００１４】
また、本発明は、監視装置の異常内容の表示において、異常が継続中なのか、既に解除さ
れてしまったのかを容易に判断することができる自動改札システムを提供することを目的
とする。
【００１５】
また、本発明は、従来必要としていた専用の自動改札装置ごとのリセットスイッチを削除
することができ、コストの低減に寄与する自動改札システムを提供することを目的とする
。
【００１６】
さらに、本発明は、自動改札装置で異常状態が発生していないときに、誤ってリセットボ
タンを操作してしまうといった誤操作の防止も可能となる自動改札システムを提供するこ
とを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の自動改札システムは、通行者が投入する券から改札情報を読取って改札業務を
自動的に行なう自動改札装置と、この自動改札装置と電気的に接続され、前記自動改札装
置の状態監視や状態設定などを行なう監視装置とからなる自動改札システムにおいて、前
記自動改札装置は、改札用の通路に進入する通行者によって券投入部に投入された券を取
込んで券受取部まで搬送する券搬送手段と、この券搬送手段で搬送される券から改札情報
を読取る読取手段と、この読取手段で読取った改札情報に基づき前記取込んだ券の有効性
を判定する第１の判定手段と、この第１の判定手段の判定結果が否であったとき、前記通
行者の通行を阻止する通行制御手段と、前記券搬送手段で券づまり異常が生じたとき、あ
るいは、前記第１の判定手段の判定結果が否となる判定異常が生じたとき、その異常内容
を前記監視装置に対して送信する第１の送信手段と、前記券搬送手段で券づまり異常が生
じたとき、あるいは、前記第１の判定手段の判定結果が否となる判定異常が生じたとき、
その旨を前記通行者に対して報知するとともに、本自動改札装置を異常状態に設定する制
御手段と、前記監視装置から送信される案内指示命令を受信する第１の受信手段と、この
第１の受信手段で受信した案内指示命令にしたがって前記通行者に対して対応方法を案内
指示する案内指示手段と、この案内指示手段の案内指示にしたがい前記通行者が前記券受
取部から券を受取って前記通路から退却すると、それを検出する検出手段と、この検出手
段の検出結果に基づき前記異常状態を解除する異常解除手段と、前記検出手段の検出結果
に基づき前記監視装置に対して異常解除情報を送信する第２の送信手段とを具備し、前記
監視装置は、前記自動改札装置から送信される異常内容および異常解除情報をそれぞれ受
信する第２の受信手段と、この第２の受信手段で受信した異常内容および異常解除情報を
それぞれ表示する表示手段と、前記第２の受信手段で受信した異常内容が券づまり異常か
判定異常かを判定する第２の判定手段と、この第２の判定手段の判定結果が判定異常のと
き、前記通行者に対する案内指示命令を前記自動改札装置に対して送信する第３の送信手
段とを具備している。
【００１８】
　また、本発明の自動改札システムは、通行者が提示する記録媒体から改札情報を読取っ
て改札業務を自動的に行なう複数の自動改札装置と、この複数の自動改札装置とそれぞれ
電気的に接続され、前記自動改札装置の状態監視や状態設定などを行なう監視装置とから
なる自動改札システムにおいて、前記自動改札装置は、通行者が提示する記録媒体から改
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札情報を読取る読取手段と、この読取手段で読取った改札情報に基づき改札処理を行なう
ことにより、前記通行者の通行可否を決定する通行可否決定手段と、この通行可否決定手
段の結果に基づき前記通行者の通行を制御する通行制御手段と、前記通行可否決定手段の
結果が通行不可となるなどの異常が生じたとき、その異常内容を前記監視装置に対して送
信する第１の送信手段と、前記通行可否決定手段の結果が通行不可となるなどの異常が生
じたとき、その旨を前記通行者に対して報知するとともに、本自動改札装置を異常状態に
設定する第１の制御手段と、前記監視装置から送信される異常解除命令を受信する第１の
受信手段と、この第１の受信手段で異常解除命令を受信すると、前記異常状態を解除する
異常解除手段と、前記監視装置から送信される通行許可命令を受信する第２の受信手段と
、この第２の受信手段で受信した通行許可命令にしたがって前記通行制御手段を強制的に
通行可能状態に制御する第２の制御手段とを具備し、前記監視装置は、前記自動改札装置
から送信される異常内容を受信する第３の受信手段と、この第３の受信手段で受信した異
常内容を表示する表示手段と、この表示手段で表示された異常内容から、その異常が本監
視装置から解除可能と判断できた場合、異常解除命令を前記自動改札装置に対して送信す
る第２の送信手段と、前記自動改札装置を強制的に通行可能状態に設定するための第１の
操作ボタンを前記表示手段に表示するよう前記表示手段を制御する第３の制御手段と、前
記表示された第１の操作ボタンが操作されると、前記複数の自動改札装置にそれぞれ対応
する複数の第２の操作ボタンを前記表示手段に表示するよう前記表示手段を制御する第４
の制御手段と、前記表示された複数の第２の操作ボタンのうちの１つの操作ボタンが操作
されると、その操作された第２の操作ボタンと対応する前記自動改札装置に対して通行許
可命令を送信する第３の送信手段とを具備している。
【００１９】
　また、本発明の自動改札システムは、通行者が提示する記録媒体から改札情報を読取っ
て改札業務を自動的に行なう複数の自動改札装置と、この複数の自動改札装置とそれぞれ
電気的に接続され、前記自動改札装置の状態監視や状態設定などを行なう監視装置とから
なる自動改札システムにおいて、前記自動改札装置は、通行者が提示する記録媒体から改
札情報を読取る読取手段と、この読取手段で読取った改札情報に基づき改札処理を行なう
ことにより、前記通行者の通行可否を決定する通行可否決定手段と、この通行可否決定手
段の結果に基づき前記通行者の通行を制御する通行制御手段と、前記通行可否決定手段の
結果が通行不可となるなどの異常が生じたとき、その異常内容を前記監視装置に対して送
信する第１の送信手段と、前記通行可否決定手段の結果が通行不可となるなどの異常が生
じたとき、その旨を前記通行者に対して報知するとともに、本自動改札装置を異常状態に
設定する第１の制御手段と、前記監視装置から送信される異常解除命令を受信する第１の
受信手段と、この第１の受信手段で異常解除命令を受信すると、前記異常状態を解除する
異常解除手段と、前記監視装置から送信される通行許可命令を受信する第２の受信手段と
、この第２の受信手段で受信した通行許可命令にしたがって前記通行制御手段を強制的に
通行可能状態に制御する第２の制御手段とを具備し、前記監視装置は、前記自動改札装置
から送信される異常内容を受信する第３の受信手段と、この第３の受信手段で前記自動改
札装置からの異常内容を受信すると、その受信した異常内容を表示するとともに、リセッ
トボタンを表示する表示手段と、この表示手段で表示された異常内容から、その異常が本
監視装置から解除可能と判断できた場合、前記表示手段に表示されているリセットボタン
を操作することにより、異常解除命令を前記自動改札装置に対して送信する第２の送信手
段と、前記自動改札装置を強制的に通行可能状態に設定するための第１の操作ボタンを前
記表示手段に表示するよう前記表示手段を制御する第３の制御手段と、前記表示された第
１の操作ボタンが操作されると、前記複数の自動改札装置にそれぞれ対応する複数の第２
の操作ボタンを前記表示手段に表示するよう前記表示手段を制御する第４の制御手段と、
前記表示された複数の第２の操作ボタンのうちの１つの操作ボタンが操作されると、その
操作された第２の操作ボタンと対応する前記自動改札装置に対して通行許可命令を送信す
る第３の送信手段とを具備している。
【００２７】
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本発明によれば、たとえば、通行者の投入した券の判定結果が否となる異常が発生し、通
行者がどのようにすべきかが判断できずに改札通路内に立ち止まっていると係員が判断し
た場合に、監視装置からの操作により、通行者に対して対応方法（たとえば、券を持って
係員の所まできてもらう）を表示および音声案内などにより案内指示することができ、通
行者へのサービスを向上することができる。また、係員が改札通路にまで行く頻度を減ら
すことができ、係員業務の軽減にも効果がある。さらに、改札通路の閉鎖時間を短縮する
ことができる。
【００２８】
また、本発明によれば、監視装置からの操作により、通行者に対して対応方法を案内指示
して、通行者を係員の所に誘導する場合に、通行者が券受取部に放出されている券を抜取
らずに、そのまま改札通路から退却してしまったことを検出することにより、券の取り忘
れを音声案内などで報知し、券の取り忘れを防止できる。
【００２９】
また、本発明によれば、監視装置の異常内容の表示において、表示している異常の状態を
表示（たとえば、異常発生中、異常クリア）することにより、異常が継続中なのか、既に
解除されてしまったのかを容易に判断することができ、係員の異常対応の優先度を決定す
るための判断材料とすることができる。
【００３０】
また、本発明によれば、通行者の投入した券の判定結果が否となる異常が発生し、通行者
がどのようにすべきかが判断できずに改札通路内に立ち止まっている場合に、券放出から
一定時間経過すると、通行者が次の動作を理解していないと判断し、通行者に対して対応
方法を表示および音声案内などにより案内指示することができ、通行者へのサービスを向
上することができる。また、係員が改札通路にまで行く頻度を減らすことができ、係員業
務の軽減にも効果がある。さらに、改札通路の閉鎖時間を短縮することができる。
【００３１】
また、本発明によれば、通常、異常状態が発生していない状態では使用しないリセットボ
タンを表示画面上のソフトスイッチにすることにより、リセットボタンを操作する必要の
あるとき、すなわち、自動改札装置での異常状態発生時にのみ監視装置の表示画面にリセ
ットボタンを表示する。これにより、従来必要としていた専用スイッチを削除することが
でき、コスト低減に寄与する。また、自動改札装置で異常状態が発生していないときに、
誤ってリセットボタンを操作してしまうといった誤操作の防止も可能となる。
【００３２】
さらに、本発明によれば、自動改札装置で異常状態が発生していないときに、通行者を改
札通路内を通過させる必要があるときには、監視装置の表示画面に表示されているリセッ
トボタン（第１の操作ボタン）を操作することにより、複数の自動改札装置にそれぞれ対
応する複数のリセットボタン（第２の操作ボタン）を監視装置の表示画面に表示し、これ
ら複数のリセットボタンを選択的に操作することにより、対応する自動改札装置を強制的
に通行可能状態にする。これにより、従来必要としていた各自動改札装置ごとの専用スイ
ッチを削除することができ、コスト低減に寄与する。
【００３３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００３４】
まず、第１の実施の形態について説明する。
【００３５】
図１は、第１の実施の形態に係る自動改札システムの構成を概略的に示すものである。複
数（たとえば、１～５号機までの５台）の自動改札装置１００，…は、たとえば、駅の改
札口にそれぞれ設置されていて、通信ケーブル２００を介して監視装置３００にそれぞれ
電気的に接続されている。監視装置３００は、各自動改札装置１００の稼動状況、異常状
態などを監視するとともに、各自動改札装置１００の動作設定などを行なうためのもので
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、たとえば、有人口の近傍の係員のいる監視室などに設置されている。
【００３６】
図２は、自動改札装置１００の外観構成を概略的に示すものである。自動改札装置１００
は、通常、２台１組として駅の改札口に設置され、両者の間に通行者が通行する改札用の
通路が形成される。
【００３７】
自動改札装置本体２の上面の一端部には、改札情報が記録された記録媒体、たとえば、有
効期間や利用区間などの改札情報が磁気エンコード記録された磁気式の乗車券（定期券、
普通乗車券、回数券、ストアードフェアカードなど）が投入される券投入部としての投入
口３が設けられ、他端部には、投入口３から受入れた乗車券を排出する券受取部としての
取出口４が設けられている。なお、投入口３には、そこを必要に応じて開閉するシャッタ
（図示しない）が設けられている。
【００３８】
本体２上の取出口４の前方には、通行者や駅員などに対して案内を行なうための案内表示
部５が設けられている。また、本体２の通路側の側面で、出口部近傍には、乗車券の有効
性判定の結果や通行者に対する案内指示を音声で行なうための音声案内スピーカ６が設け
られている。
【００３９】
本体２の通路側の側面の両端部には、それぞれ通行者の通行を制御する通行制御手段とし
ての開閉動作可能なドア７，７が設けられており、通行可否の判定結果に基づき、このド
ア７，７が開閉制御されるようになっている。
【００４０】
本体２の上部には、通行者の通路を定義するための枠状のポール部（枠体）８が立設され
ている。そして、ポール部８および本体２の各通路側の側面には、通行者を検知する検知
手段としての複数の光学的なセンサ、すなわち、出口検知器９，１０、進入検知器１１，
１２、および、中央通過検知器１３がそれぞれ設けられている。上記各検知器９～１３は
、たとえば、赤外線センサなどが用いられている。
【００４１】
出口検知器９は、投入口３の部分を通過する通行者を検知し、出口検知器１０は、案内表
示部５の部分を通過する通行者を検知し、進入検知器１１は、投入口３の前方を通過する
通行者を検知し、進入検知器１２は、取出口４の部分を通過する通行者を検知し、中央通
過検知器１３は、通路の中央部を通過する通行者を検知する。
【００４２】
ポール部８上には、本装置の動作状態（小児券の投入、無効券の投入や機器の異常など）
を表示する状態表示部１４が設けられている。
【００４３】
図３は、本体２の内部構成を概略的に示すものである。すなわち、投入口３と取出口４と
の間には、投入口３から受入れた乗車券Ｐを取出口４ヘ搬送する券搬送手段としての搬送
路２１が形成されている。搬送路２１は、取出口４の手前で分岐されていて、この分岐部
には振分けフラッパ２２が設けられている。振分けフラッパ２２は、処埋し終わった乗車
券Ｐを機外に放出する場合は取出口４へ導き、機内に集札する場合は収納部２３に導くよ
うになつている。
【００４４】
搬送路２１には、投人口３から取出口４に向かって順次、乗車券Ｐに記録されている磁気
情報としての改札情報などを読取る読取手段としての読取ヘッド（磁気ヘッド）２４，２
５、乗卓券Ｐに対して磁気情報を書込む書込手段としての書込ヘッド（磁気ヘッド）２６
，２７、書込ヘッド２６，２７によつて書込まれた情報を読取り、正しく書込まれたか否
かを確認するための読取ヘッド（磁気ヘッド）２８，２９、乗車券Ｐが普通乗車券の場合
に使用済のパンチを行なうパンチ部３０、および、処埋し終わった乗車券Ｐを機内に一時
保留する保留部３１などが設けられている。
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【００４５】
各読取、書込ヘッド２４～２９には、搬送路２１として所定の間隔をあけ、かつ、それぞ
れの間隔を保持するように、それぞれ回転ローラ３２～３７が相対向して設けられている
。ここに、ヘッド２４，２６，２８は、乗車券Ｐがその磁気記録部を下にした状態で投入
された際に用いられ、ヘッド２５，２７，２９は、乗車券Ｐがその磁気記録部を上にした
状態で投入された際に用いられるようになっている。
【００４６】
投入口３には、乗車券Ｐを受入れたことを検知する検知器３８が、取出口４には、乗車券
Ｐを排出したことを検知する検知器３９が、それぞれ設けられている。また、搬送路２１
の読取ヘッド２４の手前、および、読取ヘッド２９の前方には、それぞれ搬送される乗車
券Ｐの通過を検知する検知器４０，４１が設けられていて、これら検知器３８～４１の各
出力に基づき乗車券Ｐの搬送状態（券づまりなど）などを検出するようになっている。
【００４７】
なお、４２は搬送路２１を駆動する搬送用モータ、４３は後で詳細を説明する制御部であ
る。
【００４８】
図４は、監視装置３００の外観構成を概略的に示すものである。監視装置３００は、全体
の制御を行なうとともに、接続される各自動改札装置１００との通信制御などを行なう監
視制御部３００Ａ、および、各自動改札装置１００の稼動状況、異常状態などを監視する
とともに、各自動改札装置１００の動作設定などを行なう表示操作部３００Ｂから構成さ
れている。表示操作部３００Ｂは、たとえば、タッチパネル付可変表示部４５から構成さ
れていて、各種情報の可変表示を行なうとともに、画面上に表示されたボタンを直接指で
押下することにより、各種状態設定などを行なうことができるようになっている。
【００４９】
図５は、自動改札装置１００における制御部４３の構成を詳細に示すものである。すなわ
ち、全体の制御を司る制御手段としてのＣＰＵ（セントラル・プロセッシング・ユニット
）５１には、ＣＰＵ５１の制御プログラムなどを記憶しているＲＯＭ（リード・オンリ・
メモリ）５２、乗車券Ｐから読取った情報の記憶、および、制御プログラムのバッファと
して情報を記憶する記憶手段としてのＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ）５３、乗車
券Ｐの使用が開始された入場駅　（あるいは、入場駅に対応した入場駅コード）に対応し
た運賃情報を記憶している運賃メモリ５４、前記読取ヘッド２４，２５，２８，２９をそ
れぞれ制御する読取回路５５、前記書込ヘッド２６，２７をそれぞれ制御する書込回路５
６、前記振分けフラッパ２２を駆動制御するフラッパ制御部５７、前記パンチ部３０を駆
動制御するパンチ制御部５８、前記保留部３１を駆動制御する保留部制御部５９、前記表
示部５，１４をそれぞれ制御する表示制御部６０、前記音声案内スピーカ６を駆動制御す
る音声案内制御部６１、前記検知器９～１３の各検知出力に基づき通行者の通過状況など
を検出する通行者検出部６２、前記検知器３８～４１の各検知出力に基づき乗車券Ｐの搬
送状態（券づまり）などを検出する搬送状態検出部６３、前記搬送用モータ４２を駆動制
御する搬送制御部６４、前記ドア７を駆動するドア開閉機構６５を制御するドア制御部６
６、異常発生時に警報を鳴動するブザーなどの警報部６７を駆動制御する警報制御部６８
、および、監視装置３００との間の通信制御を行なう通信制御部６９などが接続されてい
る。
【００５０】
図６は、本発明の監視装置３００における監視制御部３００Ａの構成を詳細に示すもので
ある。すなわち、全体の制御を司る制御手段としてのＣＰＵ７１には、ＣＰＵ７１の制御
プログラムなどを記憶しているＲＯＭ７２、各種情報、および、制御プログラムのバッフ
ァとして情報を記憶する記憶手段としてのＲＡＭ７３、監視装置３００あるいは自動改札
装置１００での異常発生時に警報を鳴動するブザーなどの警報部７４、自動改札装置１０
０との間の通信制御を行なう改札装置通信制御部７５、各種データを印字出力するプリン
タ部７６、各種データをフロッピーディスクやハードディスクなどの記録媒体に出力する
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記録部７７、および、各種データを上位装置（データ集計装置やホストコンピュータなど
）に対して送信するための通信制御を行なう上位通信制御部７８などが接続されている。
【００５１】
図７は、表示操作部３００Ｂにおける表示部４５の表示内容の一例を示している。図７に
おいて、８１は接続されている各自動改札装置１００の異常表示部で、接続されている自
動改札装置１００の台数分、対応する号機番号とともに表示される。この場合、自動改札
装置１００が正常に稼動している場合には、異常表示部８１内は無表示だが、自動改札装
置１００で異常が発生すると、対応する号機番号の異常表示部８１内に異常内容が表示さ
れる。このとき、警報部７４が鳴動し、係員に異常発生を伝える。そして、自動改札装置
１００で異常状態が解除されると、異常表示部８１内に表示されていた異常内容は消去さ
れるようになっている。
【００５２】
８２は接続されている各自動改札装置１００の通路設定状態表示部で、入場モード設定で
稼動している場合には「入」、出場モード設定で稼働している場合には「出」、両用モー
ド設定（入場機としても出場機としても、どちらにも使用できるモード）の場合には「両
」と表示される。
【００５３】
８３はメニュー表示部で、たとえば、「監視」、「電源」、「設定」、「データ」の各ボ
タンから構成される。監視ボタンを押下すると、各自動改札装置１００の通路設定モード
を表示するとともに、異常発生時には異常内容の表示を行なう。各自動改札装置１００の
電源入／切設定を行なう場合には電源ボタン、各自動改札装置１００の判定入／切などの
設定を行なう場合には設定ボタン、各自動改札装置１００の通過人員データなどを表示す
る場合にはデータボタンの表示部を押下する。
【００５４】
次に、上記のような構成において、たとえば、１台の自動改札装置１００で異常が発生す
る場合の処理例について、図８および図９に示すフローチャートを参照して説明する。
【００５５】
たとえば、通行者が１号機の自動改札装置１００を通って入場するとき、自分の所持する
乗車券Ｐを投入口３に投入する（Ｓ１）。自動改札装置１００では、投入された乗車券Ｐ
の有効性を判定する（Ｓ２）。すなわち、投入口３に投入された乗車券Ｐは、搬送路２１
によって取出口４ヘと搬送されるが、その搬送途中において、読取ヘッド２４（または２
５）によって、乗車券Ｐに磁気記録されている改札情報が読取られ、読取回路５５を介し
てＣＰＵ５１に送られる。
【００５６】
ＣＰＵ５１は、上記読取情報から、その乗車券Ｐの期限および区間などの有効性を判定す
る。この判定の結果、有効であれば、ＣＰＵ５１は、書込回路５６を介して書込ヘッド２
６（または２７）を制御することにより、乗車券Ｐに対して入場日時および入場駅などの
入場情報を書込む。
【００５７】
次に、ＣＰＵ５１は、入場情報が正常に書込まれたことを確認するために、乗車券Ｐに書
込まれた情報を読取回路５５を介して読取ヘッド２８（または２９）によって読取る。Ｃ
ＰＵ５１では、書込情報（書込んだ情報）と読取情報（チェックのために読取った情報）
との照合を行なうことにより、書込みが正常に終了したか否かをチェックする。このチェ
ックの結果、書込みが正常に終了した場合、ＣＰＵ５１はドア７を開状態のまま保持し、
通行者はそのまま通路内を通過していく。
【００５８】
また、搬送状態検出部６３は、検知器４０，４１の各検知出力に基づき、搬送路２１で搬
送される乗車券Ｐの券づまり異常を検出し、その検出結果をＣＰＵ５１に送る（Ｓ２）。
【００５９】
ステップＳ２において、期限切れや区間切れなどの判定異常となった場合、ＣＰＵ５１は
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、投入された乗車券Ｐを取出口２２に放出し、通路進行方向のドア７を閉じ、通行者の通
過を阻止するとともに、案内表示部５に判定結果を表示する。同時に、警報部６７を鳴動
させて異常発生を知らせるとともに、音声案内スピーカ６により、異常内容を通行者に知
らせる。さらに、ＣＰＵ５１は、自動改札装置１００を異常状態に設定する。
【００６０】
また、ステップＳ２において、券づまり異常が検出された場合、ＣＰＵ５１は、通路進行
方向のドア７を閉じ、通行者の通過を阻止するとともに、案内表示部５に券づまり異常が
生じたことを表示する。同時に、警報部６７を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、
音声案内スピーカ６により、異常内容を通行者に知らせる。さらに、ＣＰＵ５１は、自動
改札装置１００を異常状態に設定する。
【００６１】
そして、ＣＰＵ５１は、このような異常が生じると、監視装置３００に対してその異常内
容を送信する。監視装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常内容を受
信すると、警報部７４を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、その異常内容が判定異
常か券づまり異常かを判定する（Ｓ３）。
【００６２】
この判定の結果、たとえば、異常内容が判定異常の期限切れであった場合、ＣＰＵ７１は
、表示操作部３００Ｂの表示部４５の表示内容を、図７から図１０に示すように切換える
。すなわち、異常が発生した１号機の異常表示部８１に異常内容（期限切れ）が表示され
る。このとき、通路設定状態表示部８２には、「警報停止」および「リセット」の各ボタ
ン８４，８５がそれぞれ表示される（Ｓ４）。
【００６３】
ここで、警報停止ボタン８４が押下されると、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止さ
せるとともに、自動改札装置１００に対して警報停止命令を送信する。自動改札装置１０
０のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの警報停止命令を受信すると、警報部６７の鳴動
を停止させる。
【００６４】
また、リセットボタン８５が押下されると、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止させ
るとともに、自動改札装置１００に対して異常解除命令を送信する。自動改札装置１００
のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの異常解除命令を受信すると、警報部６７の鳴動を
停止させるとともに、異常状態をクリア（解除）し、自動改札装置１００を通常待機状態
にする。なお、リセットボタン８５は、監視装置３００からの異常状態解除が可能な異常
内容の発生時のみ表示される。
【００６５】
監視室内の係員は、表示部４５における異常表示部８１の表示内容から、発生した異常内
容の概要を知ることができるが、さらに詳細の異常内容を知りたい場合には、「期限切れ
」が表示されている１号機の異常表示部８１を押下する（Ｓ５）。ここで、警報停止ボタ
ン８４がまだ押下されていなくて、自動改札装置１００および監視装置３００の警報部６
７，７４が鳴動中であった場合には、「期限切れ」が表示されている異常表示部８１が押
下された時点で、警報部６７，７４の鳴動が停止される。
【００６６】
すると、ＣＰＵ７１は、表示部４５の表示内容を、図１０から図１１に示すように切換え
る。すなわち、通路設定状態表示部８２が、１号機の異常詳細表示部８６に変化する。異
常詳細表示部８６には、異常発生時、異常発生号機番号、通路方向、券種、異常項目、異
常詳細内容、対処方法などが表示される。また、通路設定状態表示部８２に表示されてい
たリセットボタン８５も継続して表示される。
【００６７】
なお、ステップＳ５で警報は停止したので、警報停止ボタン８４は表示されないが、他の
自動改札装置で新しく異常が発生すると、該当号機の異常表示部８１に異常内容が表示さ
れるとともに、警報停止ボタン８４が表示される。
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【００６８】
リセットボタン８５は、ステップＳ４時と同様に、監視装置３００からの異常状態解除が
可能な異常内容の発生時のみ表示される。また、異常詳細表示部８６には、異常状況ステ
ータス８７が表示される。異常状況ステータス８７には、現在表示中の異常内容が現在も
継続中なのか、異常内容はクリア（解除）されたのかなどが表示される。ここでは、期限
切れ異常は継続中のため、異常状況ステータス８７には「異常発生中」と表示される。さ
らに、異常詳細表示部８６には、旅客案内ボタン８８が表示される（Ｓ６）。
【００６９】
ここで、通行者は、自動改札装置１００の案内表示部５に表示された異常内容を見た上で
、次の行動をとる。ところが、自動改札装置を使い慣れない通行者の場合には、次に何を
すべきかがわからずに、取出口４に放出された乗車券Ｐを抜取って、自動改札装置１００
の通路内で立ち止まってしまう可能性が大きい。あるいは、乗車券Ｐを抜取らないまま、
自動改札装置１００の通路内に立ち止まっている場合もある（Ｓ７）。
【００７０】
係員は、監視装置３００が設置されている有人口近傍の監視室から通行者の動きを見て、
異常発生時にどうしたらいいのかわからずに困っている通行者がいる場合に、異常詳細表
示部８６に表示されている旅客案内ボタン８８を押下する　（Ｓ８）。なお、旅客案内ボ
タン８８は、自動改札装置１００で異常が発生し、かつ、係員が自動改札装置１００の所
に行かずに対応できる異常、たとえば、乗車券Ｐの判定異常のとき（たとえば、乗車券Ｐ
の有効期限が切れているとき（期限外）、あるいは、当該乗車券Ｐの有効区間に当該駅が
含まれないとき（区間外））に表示され、異常発生時に対応方法がわからずにいる通行者
を、係員のいる有人口に誘導する際に使用される。
【００７１】
旅客案内ボタン８８が押下されると、ＣＰＵ７１は、自動改札装置１００に対して案内指
示命令を送信する。自動改札装置１００のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの案内指示
命令を受信すると、搬送状態検出部６３の出力により、取出口４に乗車券Ｐが放出された
ままか、乗車券Ｐは抜取済かを検出し、乗車券Ｐが取出口４に放出されたままの場合には
、案内表示部５に「きっぷを取って、係員のいる窓口までお越しください。」と表示する
とともに、音声案内スピーカ６からも、音声で「きっぷを取って、係員のいる窓口までお
越しください。」と案内を行なう。
【００７２】
また、ＣＰＵ５１は、搬送状態検出部６３の出力により、乗車券Ｐが抜取られていると判
断できた場合には、案内表示部５に「きっぷを持って、係員のいる窓口までお越しくださ
い。」と表示するとともに、音声案内スピーカ６からも、音声で「きっぷを持って、係員
のいる窓口までお越しください。」と案内を行なう（Ｓ９）。
【００７３】
通行者は、案内表示部５の表示内容と音声案内にしたがい、通路を投入口３の方向に戻り
、係員のいる窓口へ進み、係員に乗車券Ｐを提示して対応方法の説明を受けるが、このと
き、ＣＰＵ５１は、搬送状態検出部６３の出力により、取出口４の乗車券Ｐが抜き取られ
ているのか、放出したままなのかを判断する（Ｓ１０）。
【００７４】
通行者が取出口４から乗車券Ｐを抜き取り、通路内から出た時点で、ＣＰＵ５１は、通行
者検出部６２の出力により、通路内に人がいないことを検出するとともに、搬送状態検出
部６３の出力により、搬送路２１内に乗車券Ｐが存在しないことを検出する。すると、Ｃ
ＰＵ５１は、自動改札装置１００の異常状態を解除し、案内表示部５の表示内容を消去し
、投入口３のシャッタを開き、次の通行者の券投入が可能になる。
【００７５】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対して異常解除情報を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常解除情報を受信すると、表示
部４５の表示内容を、図１１から図１２に示すように切換える。すなわち、異常詳細表示
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部８６の異常状況ステータス８７の表示は「異常発生中」から「異常クリア」に変り、「
警報停止」、「リセット」、「旅客案内」の各ボタン８４，８５，８８は消去される。ま
た、１号機の異常表示部８１に表示されていた「期限切れ」も消去される（Ｓ１１）。
【００７６】
ステップＳ１０において、通行者が乗車券Ｐを取出口４から抜取らずに通路から出た場合
、ＣＰＵ５１は、通行者検出部６２の出力により、通路内に人がいなくなったことを検出
し、音声案内スピーカ６から「きっぷをお忘れです。きっぷを取って係員のいる窓口まで
お越しください。」と案内を行なう（Ｓ１２）。
【００７７】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対して券取忘れ情報を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの券取忘れ情報を受信すると、表示
部４５の表示内容を、図１２から図１３に示すように切換える。すなわち、異常状況ステ
ータス８７の表示は「異常発生中」から「券取忘れ」に変り、異常詳細表示部８６には、
「リセット」および「旅客案内」の各ボタン８５，８８が再び表示される（Ｓ１３）。ま
た、１号機の異常表示部８１に再び「期限切れ」が表示される。
【００７８】
ここで、通行者は、乗車券Ｐの取り忘れに気づいて通路内に再び入り、取出口４に放出さ
れたままの乗車券Ｐを抜取り、再び通路から出る（Ｓ１４）。
【００７９】
通行者が取出口４から乗車券Ｐを抜き取り、通路内から出た時点で、ＣＰＵ５１は、通行
者検出部６２の出力により、通路内に人がいないことを検出するとともに、搬送状態検出
部６３の出力により、搬送路２１内に乗車券Ｐが存在しないことを検出する。すると、Ｃ
ＰＵ５１は、自動改札装置１００の異常状態を解除し、案内表示部５の表示内容を消去し
、投入口３のシャッタを開き、次の通行者の券投入が可能になる。
【００８０】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対して異常解除情報を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常解除情報を受信すると、表示
部４５の表示内容を、図１３から図１２に示すように切換える。すなわち、異常詳細表示
部８６の異常状況ステータス８７の表示は「券取忘れ」から「異常クリア」に変り、「リ
セット」および「旅客案内」の各ボタン８５，８８は消去される。また、１号機の異常表
示部８１に表示されていた「期限切れ」も消去される（Ｓ１１）。
【００８１】
また、係員は、監視装置３００が設置されている有人口近傍の監視室から通行者の動作を
目視して、強行突破された場合にはリセットボタン８５を押下することにより、異常状態
を解除することができる。
【００８２】
ステップＳ３において、異常内容が券づまり異常であった場合、監視装置３００のＣＰＵ
７１は、表示部４５の表示内容を、図７から図１４に示すように切換える。すなわち、異
常が発生した１号機の異常表示部８１に異常内容（券づまり）が表示される。このとき、
通路設定状態表示部８２には、警報停止ボタン８４が表示される（Ｓ１５）。
【００８３】
ここで、警報停止ボタン８４が押下されると、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止さ
せるとともに、自動改札装置１００に対して警報停止命令を送信する。自動改札装置１０
０のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの警報停止命令を受信すると、警報部６７の鳴動
を停止させる。なお、券づまり異常の場合には、監視装置３００からの異常状態のクリア
が行なえないため、リセットボタン８５は表示されない。
【００８４】
監視室内の係員は、表示部４５における異常表示部８１の表示内容から、発生した異常内
容の概要を知ることができるが、さらに詳細の異常内容を知りたい場合には、「券づまり
」が表示されている１号機の異常表示部８１を押下する（Ｓ１６）。ここで、警報停止ボ
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タン８４がまだ押下されていなくて、自動改札装置１００および監視装置３００の警報部
６７，７４が鳴動中であった場合には、　「券づまり」が表示されている異常表示部８１
が押下された時点で、警報部６７，７４の鳴動が停止される。
【００８５】
すると、ＣＰＵ７１は、表示部４５の表示内容を、図１４から図１５に示すように切換え
る。すなわち、通路設定状態表示部８２が、１号機の異常詳細表示部８６に変化する。異
常詳細表示部８６には、異常発生時、異常発生号機番号、通路方向、券種、異常項目、異
常詳細内容、対処方法などが表示される。また、異常詳細表示部８６には、異常状況ステ
ータス８７が表示され、警報停止ボタン８４が消去される。異常状況ステータス８７には
、現在表示中の異常内容が現在も継続中なのか、異常内容はクリアされたのかなどが表示
される。ここでは、券づまり異常は継続中のため、異常状況ステータス８７には「異常発
生中」と表示される（Ｓ１７）。
【００８６】
なお、券づまり異常の場合には、係員が自動改札装置１００の所に行って、つまり券（搬
送路２１内につまっている乗車券）を取出さなければならないので、通行者を係員窓口に
誘導する必要はない。したがって、異常詳細表示部８６には、旅客案内ボタン８８は表示
されない。
【００８７】
また、券づまり異常以外にも、たとえば、不正乗車券が投入され、自動改札装置１００内
に保留しているとき、乗車券への磁気処理もしくは印刷処理に異常があったときなどにも
、同様に旅客案内ボタン８８は表示されない。
【００８８】
係員が１号機の自動改札装置１００の所に行き、搬送路２１内のつまり券を除去し（Ｓ１
８）、図示しないクリアスイッチを投入する。すると、自動改札装置１００のＣＰＵ５１
は、自動改札装置１００の異常状態をクリアし、監視装置３００に対して異常解除情報を
送信する。監視装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常解除情報を受
信すると、表示部４５の表示内容を、図１５から図１６に示すように切換える。すなわち
、異常詳細表示部８６の異常状況ステータス８７の表示は「異常発生中」から「異常クリ
ア」に変り、警報停止ボタン８４は消去される。また、１号機の異常表示部８１に表示さ
れていた「券づまり」も消去される（Ｓ１９）。
【００８９】
次に、たとえば、２台の自動改札装置１００で続けて異常が発生する場合の処理例につい
て、図１７および図１８に示すフローチャートを参照して説明する。
【００９０】
たとえば、通行者が１号機の自動改札装置１００を通って入場するとき、自分の所持する
乗車券Ｐを投入口３に投入する（Ｓ２１）。自動改札装置１００では、前述同様に、投入
された乗車券Ｐの有効性を判定するとともに、券づまりの検出を行なう（Ｓ２２）。
【００９１】
ステップＳ２において、券づまり異常が検出された場合、ＣＰＵ５１は、通路進行方向の
ドア７を閉じ、通行者の通過を阻止するとともに、案内表示部５に券づまり異常が生じた
ことを表示する。同時に、警報部６７を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、音声案
内スピーカ６により、「券がつまりました。その場でしばらくお待ちください。」と案内
する。さらに、ＣＰＵ５１は、自動改札装置１００を異常状態に設定する（Ｓ２３）。
【００９２】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対してその異常内容を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常内容を受信すると、警報部７
４を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、その異常内容が判定異常か券づまり異常か
を判定する。
【００９３】
この場合、異常内容が券づまり異常であるので、ＣＰＵ７１は、表示操作部３００Ｂの表
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示部４５の表示内容を、図７から図１４に示すように切換える。すなわち、異常が発生し
た１号機の異常表示部８１に異常内容（券づまり）が表示される。このとき、通路設定状
態表示部８２には、警報停止ボタン８４が表示される（Ｓ２４）。
【００９４】
ここで、警報停止ボタン８４が押下されると、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止さ
せるとともに、自動改札装置１００に対して警報停止命令を送信する。自動改札装置１０
０のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの警報停止命令を受信すると、警報部６７の鳴動
を停止させる。なお、券づまり異常の場合には、監視装置３００からの異常状態のクリア
が行なえないため、リセットボタン８５は表示されない。
【００９５】
監視室内の係員は、表示部４５における異常表示部８１の表示内容から、発生した異常内
容の概要を知ることができるが、さらに詳細の異常内容を知りたい場合には、「券づまり
」が表示されている１号機の異常表示部８１を押下する（Ｓ２５）。ここで、警報停止ボ
タン８４がまだ押下されていなくて、自動改札装置１００および監視装置３００の警報部
６７，７４が鳴動中であった場合には、　「券づまり」が表示されている異常表示部８１
が押下された時点で、警報部６７，７４の鳴動が停止される。
【００９６】
すると、ＣＰＵ７１は、表示部４５の表示内容を、図１４から図１５に示すように切換え
る。すなわち、通路設定状態表示部８２が、１号機の異常詳細表示部８６に変化する。異
常詳細表示部８６には、異常発生時、異常発生号機番号、通路方向、券種、異常項目、異
常詳細内容、対処方法などが表示される。また、異常詳細表示部８６には、異常状況ステ
ータス８７が表示され、警報停止ボタン８４が消去される。異常状況ステータス８７には
、現在表示中の異常内容が現在も継続中なのか、異常内容はクリアされたのかなどが表示
される。ここでは、券づまり異常は継続中のため、異常状況ステータス８７には「異常発
生中」と表示される（Ｓ２６）。
【００９７】
なお、券づまり異常の場合には、係員が自動改札装置１００の所に行って、つまり券（搬
送路２１内につまっている乗車券）を取出さなければならないので、通行者を係員窓口に
誘導する必要はない。したがって、異常詳細表示部８６には、旅客案内ボタン８８は表示
されない。
【００９８】
このとき、たとえば、３号機の自動改札装置１００に乗車券Ｐが投入され、たとえば、区
間切れ異常となった場合、ＣＰＵ５１は、投入された乗車券Ｐを取出口２２に放出し、通
路進行方向のドア７を閉じ、通行者の通過を阻止するとともに、案内表示部５に判定結果
を表示する。同時に、警報部６７を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、音声案内ス
ピーカ６により、異常内容を通行者に知らせる。さらに、３号機のＣＰＵ５１は、自動改
札装置１００を異常状態に設定する（Ｓ２７）。
【００９９】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対してその異常内容を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、３号機の自動改札装置１００からの異常内容を受信すると、
警報部７４を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、その異常内容が判定異常か券づま
り異常かを判定する。
【０１００】
この場合、異常内容が区間切れ異常であるので、ＣＰＵ７１は、表示操作部３００Ｂの表
示部４５の表示内容を、図１５から図１９に示すように切換える。すなわち、新しく異常
が発生した３号機の異常表示部８１に異常内容（区間切れ）が表示される。このとき、通
路設定状態表示部８２には、「警報停止」および　「リセット」の各ボタン８４，８５が
それぞれ表示される（Ｓ２８）。
【０１０１】
ここで、警報停止ボタン８４が押下されると、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止さ
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せるとともに、３号機の自動改札装置１００に対して警報停止命令を送信する。３号機の
自動改札装置１００のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの警報停止命令を受信すると、
警報部６７の鳴動を停止させる。
【０１０２】
監視室内の係員は、表示部４５における異常表示部８１の表示内容から、３号機の発生し
た異常内容の概要を知ることができるが、さらに詳細の異常内容を知りたい場合には、「
区間切れ」が表示されている３号機の異常表示部８１を押下する（Ｓ２９）。
【０１０３】
すると、ＣＰＵ７１は、表示部４５の表示内容を、図１９から図２０に示すように切換え
る。すなわち、異常詳細表示部８６の表示内容が、１号機の異常内容から３号機の表示内
容に変化する。ここで、詳細表示を行なっている号機の異常表示部８１の表示文字を、た
とえば、文字のフォント・色・大きさを変えたりすることにより、異常詳細表示部８６の
表示内容がどの号機の表示かが容易にわかるようにする。
【０１０４】
また、区間切れ異常は、監視装置３００からのリセット操作が可能な異常であるので、「
リセット」および「旅客案内」ボタン８５，８８も表示される。また、区間切れ異常は継
続中のため、異常状況ステータス８７には「異常発生中」と表示される（Ｓ３０）。
【０１０５】
係員が１号機の自動改札装置１００の所に行き、搬送路２１内のつまり券を除去し（Ｓ３
１）、図示しないクリアスイッチを投入する。すると、１号機の自動改札装置１００のＣ
ＰＵ５１は、自動改札装置１００の異常状態をクリアし、監視装置３００に対して異常解
除情報を送信する。監視装置３００のＣＰＵ７１は、１号機の自動改札装置１００からの
異常解除情報を受信すると、表示部４５の表示内容を、図２０から図２１に示すように切
換える。すなわち、１号機の異常表示部８１に表示されていた「券づまり」が消去される
（Ｓ３２）。
【０１０６】
次に、３号機の通行者が取出口４の乗車券Ｐを抜き取り、通路内を投入口３の方向に戻り
、通路内から外に出たとする（Ｓ３３）。
【０１０７】
通行者が通路内から出た時点で、３号機のＣＰＵ５１は、通行者検出部６２の出力により
、通路内に人がいないことを検出するとともに、搬送状態検出部６３の出力により、搬送
路２１内に乗車券Ｐが存在しないことを検出する。すると、３号機のＣＰＵ５１は、自動
改札装置１００の異常状態を解除し、案内表示部５の表示内容を消去し、投入口３のシャ
ッタを開き、次の通行者の券投入が可能になる。
【０１０８】
また、このとき、３号機のＣＰＵ５１は、監視装置３００に対して異常解除情報を送信す
る。監視装置３００のＣＰＵ７１は、３号機の自動改札装置１００からの異常解除情報を
受信すると、表示部４５の表示内容を、図２１から図２２に示すように切換える。すなわ
ち、異常詳細表示部８６の異常状況ステータス８７の表示は「異常発生中」から「異常ク
リア」に変り、「リセット」、「警報停止」、「旅客案内」の各ボタン８４，８５，８８
は消去される。また、３号機の異常表示部８１に表示されていた「区間切れ」も消去され
る（Ｓ３４）。
【０１０９】
次に、第２の実施の形態として、たとえば、１台の自動改札装置１００で異常が発生し、
監視装置３００からの設定を必要とせずに、自動改札装置１００のタイマ監視による音声
案内で通行者を係員のところに誘導する場合の例を、図２３に示すフローチャートを参照
して説明する。
【０１１０】
たとえば、通行者が１号機の自動改札装置１００を通って入場するとき、自分の所持する
乗車券Ｐを投入口３に投入する（Ｓ４１）。自動改札装置１００では、前述同様に、投入
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された乗車券Ｐの有効性を判定するとともに、券づまりの検出を行なう（Ｓ４２）。
【０１１１】
ステップＳ４２において、たとえば、期限切れの判定異常となった場合、ＣＰＵ５１は、
投入された乗車券Ｐを取出口２２に放出し、通路進行方向のドア７を閉じ、通行者の通過
を阻止するとともに、案内表示部５に判定結果を表示する。同時に、警報部６７を鳴動さ
せて異常発生を知らせるとともに、音声案内スピーカ６により、異常内容を通行者に知ら
せる。さらに、ＣＰＵ５１は、自動改札装置１００を異常状態に設定する（Ｓ４３）。
【０１１２】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対してその異常内容を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常内容を受信すると、警報部７
４を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、その異常内容が判定異常か券づまり異常か
を判定する。
【０１１３】
この場合、異常内容が期限切れ異常であるので、ＣＰＵ７１は、表示操作部３００Ｂの表
示部４５の表示内容を、図７から図２４に示すように切換える。すなわち、異常が発生し
た１号機の異常表示部８１に異常内容（期限切れ）が表示される。このとき、通路設定状
態表示部８２には、「警報停止」および「リセット」の各ボタン８４，８５が表示される
（Ｓ４４）。
【０１１４】
ここで、警報停止ボタン８４が押下されると、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止さ
せるとともに、自動改札装置１００に対して警報停止命令を送信する。自動改札装置１０
０のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの警報停止命令を受信すると、警報部６７の鳴動
を停止させる。
【０１１５】
また、リセットボタン８５が押下されると、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止させ
るとともに、自動改札装置１００に対して異常解除命令を送信する。自動改札装置１００
のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの異常解除命令を受信すると、警報部６７の鳴動を
停止させるとともに、異常状態をクリアし、自動改札装置１００を通常待機状態にする。
なお、リセットボタン８５は、監視装置３００からの異常状態解除が可能な異常内容の発
生時のみ表示される。
【０１１６】
ここで、通行者は、自動改札装置１００の案内表示部５に表示された異常内容を見た上で
、次の行動をとる。ところが、自動改札装置を使い慣れない通行者の場合には、次に何を
すべきかがわからずに、取出口４に放出された乗車券Ｐを抜き取らないまま、自動改札装
置１００の通路内で立ち止まってしまう可能性がある（Ｓ４５）。
【０１１７】
自動改札装置１００のＣＰＵ５１は、搬送状態検出部６３の出力により、取出口４に乗車
券Ｐが放出されたままか、乗車券Ｐは抜取済かを検出し、乗車券Ｐが放出されたままであ
ると、乗車券Ｐが取出口４に放出された時点から、内蔵する計時用のタイマ（図示しない
）を動作させることにより、乗車券Ｐの放置時間を計測する。
【０１１８】
そして、計測した放置時間が、あらかじめ設定される一定時間を経過すると、ＣＰＵ５１
は、通行者がどのように行動すべきなのかを理解していないものと判断し、通行者への案
内指示を行なう。すなわち、案内表示部５に「きっぷを取って、係員のいる窓口までお越
しください。」と表示し、音声案内スピーカ６からも、音声で「きっぷを取って、係員の
いる窓口までお越しください。」と案内を行なう（Ｓ４６）。
【０１１９】
通行者は、案内表示部５の表示内容および音声案内にしたがい、取出口４に放出されてい
る乗車券Ｐを抜き取り、通路を投入口３の方向に戻り、係員のいる窓口へ進み、係員に乗
車券Ｐを提示し、対応方法の説明を受ける（Ｓ４７）。
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【０１２０】
通行者が取出口４から乗車券Ｐを抜き取り、通路内から出た時点で、ＣＰＵ５１は、通行
者検出部６２の出力により、通路内に人がいないことを検出し、搬送状態検出部６３の出
力により、搬送路２１内に乗車券Ｐが存在しないことを検出する。すると、ＣＰＵ５１は
、自動改札装置１００の異常状態を解除し、案内表示部５の表示内容を消去し、投入口３
のシャッタを開き、次の通行者の券投入が可能になる。
【０１２１】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対して異常解除情報を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常解除情報を受信すると、表示
部４５の表示内容を、図２４から図７の画面に切換える。すなわち、異常表示部８１に表
示されていた「期限切れ」が消去されるとともに、「警報停止」および「リセット」の各
ボタン８４，８５もそれぞれ消去される　（Ｓ４８）。
【０１２２】
次に、第３の実施の形態について説明する。
【０１２３】
図２５は、第３の実施の形態に係る表示操作部３００Ｂにおける表示部４５の表示内容の
一例を示している。前述した第１の実施の形態（図７）と異なる点は、メニュー表示部８
３にリセットボタン（第１の操作ボタン）９１が追加された点にあり、その他は第１の実
施の形態と同様である。このリセットボタン９１は、待機状態にある自動改札装置１００
を強制的に通行可能状態に設定する、すなわち、待機状態にある自動改札装置１００のド
ア７を強制的に開状態にする場合に押下するものである。
【０１２４】
まず、監視装置３００のリセットボタンの押下により自動改札装置１００の異常状態を解
除する処理例について、図２６に示すフローチャートを参照して説明する。
【０１２５】
たとえば、通行者が１号機の自動改札装置１００を通って入場するとき、自分の所持する
乗車券Ｐを投入口３に投入する（Ｓ５１）。自動改札装置１００では、前述同様に、投入
された乗車券Ｐの有効性を判定する（Ｓ５２）。
【０１２６】
ステップＳ５２において、たとえば、期限切れの判定異常となった場合、ＣＰＵ５１は、
投入された乗車券Ｐを取出口２２に放出し、通路進行方向のドア７を閉じ、通行者の通過
を阻止するとともに、案内表示部５に判定結果を表示する。同時に、警報部６７を鳴動さ
せて異常発生を知らせるとともに、音声案内スピーカ６により、異常内容を通行者に知ら
せる。さらに、ＣＰＵ５１は、自動改札装置１００を異常状態に設定する（Ｓ５３）。
【０１２７】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対してその異常内容を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常内容を受信すると、警報部７
４を鳴動させて異常発生を知らせるとともに、表示操作部３００Ｂの表示部４５の表示内
容を、図２５から図２７に示すように切換える。すなわち、異常が発生した１号機の異常
表示部８１に異常内容（期限切れ）が表示される。このとき、通路設定状態表示部８２に
は、「警報停止」のボタン８４が表示される（Ｓ５４）。
【０１２８】
ここで、警報停止ボタン８４が押下されると（Ｓ５５）、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴
動を停止させるとともに、自動改札装置１００に対して警報停止命令を送信する。自動改
札装置１００のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの警報停止命令を受信すると、警報部
６７の鳴動を停止させる。
【０１２９】
また、警報停止ボタン８４が押下されると、ＣＰＵ７１は、表示操作部３００Ｂの表示部
４５の表示内容を、図２７から図２８に示すように切換える（Ｓ５６）。すなわち、「警
報停止」のボタン８４が「リセット」のボタン８５に変化し、ボタンの機能が警報停止か
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ら異常リセットに変化したことを示している。この場合、警報停止ボタン８４とリセット
ボタン８５の表示色を変えることにより、ボタンの機能が変更されたたことを強調するこ
とができる。
【０１３０】
こうして表示文言の変わったリセットボタン８５を押下するか、あるいは、警報停止ボタ
ン８４を押下し続けて（リセットボタン８５に変化してから）、一定時間経過すると（Ｓ
５７）、ＣＰＵ７１は、警報部７４の鳴動を停止させるとともに、自動改札装置１００に
対して異常解除命令を送信する。自動改札装置１００のＣＰＵ５１は、監視装置３００か
らの異常解除命令を受信すると、警報部６７の鳴動を停止させるとともに、異常状態を解
除して、案内表示部５の表示内容を消去し、投入口３のシャッタを開き、次の通行者の券
投入が可能になる（Ｓ５８）。
【０１３１】
また、このとき、ＣＰＵ５１は、監視装置３００に対して異常解除情報を送信する。監視
装置３００のＣＰＵ７１は、自動改札装置１００からの異常解除情報を受信すると、表示
部４５の表示内容を、図２８から図２５の画面に切換える。すなわち、異常表示部８１に
表示されていた「期限切れ」が消去されるとともに、「リセット」のボタン８５も消去さ
れる。
【０１３２】
なお、上記説明では、警報停止ボタン８４を押下するとリセットボタン８５に変化し、一
定時間以上押下し続けると異常リセット機能が働いたが、他の例として、タッチ回数（た
とえば、ボタンを１回タッチで警報停止、２回連続タッチで警報停止と異常リセット）に
より機能を切換えることもできる。
【０１３３】
次に、自動改札装置１００の待機中に監視装置３００のリセットボタンの押下により自動
改札装置１００のドア７を強制的に開状態にする処理例について、図２９に示すフローチ
ャートを参照して説明する。
【０１３４】
表示操作部３００Ｂにおいて、表示部４５のメニュー表示部８３におけるリセットボタン
９１を押下すると（Ｓ６１）、監視装置３００のＣＰＵ７１は、表示部４５の表示内容を
、図２５から図３０に示すリセット設定画面に切換える。すなわち、通路設定状態表示部
８２が号機別リセットボタン表示部９２に変化する。号機別リセットボタン表示部９２に
は、複数の自動改札装置１００にそれぞれ対応する号機別リセットボタン（第２の操作ボ
タン）９３がそれぞれ表示される
（Ｓ６２）。
【０１３５】
ここで、複数の号機別リセットボタン９３のうちの１つが選択押下されると　（Ｓ６３）
、監視装置３００のＣＰＵ７１は、対応する号機の自動改札装置１００に対して通行許可
命令を送信する。自動改札装置１００のＣＰＵ５１は、監視装置３００からの通行許可命
令を受信すると、ドア７を開状態に制御し、当該自動改札装置１００を通行可能状態にす
る（Ｓ６４）。
【０１３６】
なお、ドア７を開状態にする方法としては、たとえば、以下の３種類の方法が考えられる
。
【０１３７】
（１）号機別リセットボタン９３を押下している間中ずっとドア７を開状態にする。すな
わち、号機別リセットボタン９３を押下するとドア７が開き、押下を解除するとドア７が
閉じる。
【０１３８】
（２）号機別リセットボタン９３を押下すると一定時間だけドア７が開き、自動的に閉じ
る。
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【０１３９】
（３）号機別リセットボタン９３を押下するとドア７が開き、再度、号機別リセットボタ
ン９３を押下するとドア７が閉じる。
【０１４０】
このようにして、ドア７の開動作が終了すると、表示部４５のメニュー表示部８３におい
ていずれかのボタン（「監視」、「電源」、「設定」、「データ」）を押下することによ
り、監視装置３００のＣＰＵ７１は、表示部４５の表示内容を、リセット設定画面から該
当機能画面に切換える。たとえば、監視ボタンを押下すると、図３０から図２５の画面に
切換える。すなわち、号機別リセットボタン表示部９２が再び通路設定状態表示部８２に
変化し、号機別リセットボタン９３が消去される。
【０１４１】
以上説明したように、上記実施の形態によれば、以下のような作用効果が期待できる。
【０１４２】
（１）通行者の投入した乗車券の判定結果が否となる異常が発生し、通行者がどのように
すべきかが判断できずに改札通路内に立ち止まっていると係員が判断した場合に、監視装
置の表示操作部の旅客案内ボタンを押下することにより、通行者に対して対応方法（きっ
ぷを持って係員の所まで来てもらう）を表示および音声案内により案内指示することがで
き、通行者へのサービスを向上することができる。また、係員が異常が発生した自動改札
装置にまで行く頻度を減らすことができ、係員業務の軽減にも効果がある。さらに、改札
通路の閉鎖時間を短縮することができる。
【０１４３】
（２）監視装置において、旅客案内ボタンを押下して、通行者を係員の所に誘導する場合
に、通行者が取出口に放出されている乗車券を抜き取らずに、そのまま改札通路から出て
しまったことを検出することにより、乗車券の取り忘れを音声案内し、乗車券の取り忘れ
を防止できる。
【０１４４】
（３）監視装置の異常詳細内容表示画面において、詳細表示している異常の状態（異常発
生中、異常クリア）を表示することにより、異常が継続中なのか、既に解除されてしまっ
たのかを容易に判断することができ、係員の異常対応の優先度を決定するための判断材料
とすることができる。
【０１４５】
（４）通行者の投入した乗車券の判定結果が否となる異常が発生し、通行者がどのように
すべきかが判断できずに改札通路内に立ち止まっている場合には、計時用のタイマにより
乗車券の放置時間を計測し、乗車券の放出から一定時間経過すると、通行者が次の動作を
理解していないと判断し、通行者に対して対応方法（きっぷを持って係員の所まで来ても
らう）を表示および音声案内により案内指示することができ、通行者へのサービスを向上
することができる。また、係員が異常が発生した自動改札装置にまで行く頻度を減らすこ
とができ、係員業務の軽減にも効果がある。さらに、改札通路の閉鎖時間を短縮すること
ができる。
【０１４６】
（５）通常、異常状態が発生していない状態では使用しないリセットボタンを監視装置の
表示画面上のソフトスイッチにすることにより、リセットボタンを押下する必要のあると
き、すなわち、自動改札装置での異常状態発生時にのみ監視装置の表示画面にリセットボ
タンを表示する。これにより、従来必要としていた専用スイッチを削除することができ、
コスト低減に寄与する。
【０１４７】
また、たとえば、複数の自動改札装置で異常状態が発生した場合に、異常を解除しようと
した自動改札装置とは異なる自動改札装置のリセットボタンを押下してしまうといった誤
操作を防止することができる。
【０１４８】
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（６）自動改札装置で異常状態が発生していないときに、通行者を改札通路内を通過させ
る必要があるときには、監視装置の表示画面に表示されているリセットボタンを押下する
ことにより、複数の自動改札装置にそれぞれ対応する複数の号機別リセットボタンを監視
装置の表示画面に表示し、これら複数の号機別リセットボタンを選択的に押下することに
より、対応する自動改札装置を強制的に通行可能状態にする。これにより、従来必要とし
ていた各自動改札装置ごとの専用スイッチを削除することができ、コスト低減に寄与する
。
【０１４９】
なお、前記実施の形態では、乗車券として磁気式の乗車券を処理する自動改札装置に適用
した場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものでなく、たとえば、乗車券
としてＩＣカードを用いた無線式の乗車券を処理する自動改札装置にも同様に適用できる
。
【０１５０】
【発明の効果】
以上詳述したように本発明によれば、たとえば、通行者の投入した券の判定結果が否とな
る異常が発生し、通行者がどのようにすべきかが判断できずに改札通路内に立ち止まって
いる場合、通行者に対して対応方法を表示および音声案内などにより案内指示することが
でき、通行者へのサービスを向上することができるとともに、改札通路の閉鎖時間を短縮
することができる自動改札システムを提供できる。
【０１５１】
また、本発明よれば、通行者に対して対応方法を案内指示して、通行者を係員の所に誘導
する場合に、通行者が券受取部に放出されている券を抜取らずに、そのまま改札通路から
退却した場合、券の取り忘れを報知し、券の取り忘れを防止できる自動改札システムを提
供できる。
【０１５２】
また、本発明によれば、監視装置の異常内容の表示において、異常が継続中なのか、既に
解除されてしまったのかを容易に判断することができる自動改札システムを提供できる。
【０１５３】
また、本発明によれば、従来必要としていた専用の自動改札装置ごとのリセットスイッチ
を削除することができ、コストの低減に寄与する自動改札システムを提供できる。
【０１５４】
さらに、本発明によれば、自動改札装置で異常状態が発生していないときに、誤ってリセ
ットボタンを操作してしまうといった誤操作の防止も可能となる自動改札システムを提供
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る自動改札システムの構成を概略的に示すブロッ
ク図。
【図２】自動改札装置の外観構成を示す斜視図。
【図３】自動改札装置の内部構成を概略的に示す構成図。
【図４】監視装置の外観構成を示す斜視図。
【図５】自動改札装置における制御部の構成を示すブロック図。
【図６】監視装置における監視制御部の構成を示すブロック図。
【図７】監視装置における表示部の表示内容の一例を示す図。
【図８】１台の自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するためのフローチャ
ート。
【図９】１台の自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するためのフローチャ
ート。
【図１０】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図１１】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
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る表示部の表示内容例を示す図。
【図１２】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図１３】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図１４】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図１５】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図１６】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図１７】２台の自動改札装置で続けて異常が発生する場合の処理例を説明するためのフ
ローチャート。
【図１８】２台の自動改札装置で続けて異常が発生する場合の処理例を説明するためのフ
ローチャート。
【図１９】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図２０】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図２１】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図２２】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図２３】本発明の第２の実施の形態における自動改札装置で異常が発生する場合の処理
例を説明するためのフローチャート。
【図２４】自動改札装置で異常が発生する場合の処理例を説明するための監視装置におけ
る表示部の表示内容例を示す図。
【図２５】本発明の第３の実施の形態に係る監視装置における表示部の表示内容の一例を
示す図。
【図２６】監視装置のリセットボタンの押下により自動改札装置の異常状態を解除する処
理例を説明するためのフローチャート。
【図２７】監視装置のリセットボタンの押下により自動改札装置の異常状態を解除する処
理例を説明するための監視装置における表示部の表示内容例を示す図。
【図２８】監視装置のリセットボタンの押下により自動改札装置の異常状態を解除する処
理例を説明するための監視装置における表示部の表示内容例を示す図。
【図２９】自動改札装置の待機中に監視装置のリセットボタンの押下により自動改札装置
のドアを強制的に開状態にする処理例を説明するためのフローチャート。
【図３０】自動改札装置の待機中に監視装置のリセットボタンの押下により自動改札装置
のドアを強制的に開状態にする処理例を説明するための監視装置における表示部の表示内
容例を示す図。
【符号の説明】
１００……自動改札装置、２００……通信ケーブル、３００……監視装置、３００Ａ……
監視制御部、３００Ｂ……表示操作部、２……自動改札装置本体、３……投入口（券投入
部）、４……取出口（券受取部）、５……案内表示部、６……音声案内スピーカ、７……
ドア（通行制御手段）、９，１０……出口検知器、１１……進入検知器、１２……進入検
知器、１３……中央通過検知器、２１……搬送路（券搬送手段）、２４，２５，２８，２
９……読取ヘッド、２６，２７……書込ヘッド、４５……タッチパネル付可変表示部、５
１……ＣＰＵ（制御手段）、５２……ＲＯＭ、５３……ＲＡＭ、５４……運賃メモリ、５
５……読取回路、５６……書込回路、６０……表示制御部、６１……音声案内制御部、６
２……通行者検出部、６３……搬送状態検出部、６４……搬送制御部、６５……ドア開閉
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機構、６６……ドア制御部、６７……警報部、６８……警報制御部、６９……通信制御部
、Ｐ……乗車券（記録媒体）、７１……ＣＰＵ（制御手段）、７２……ＲＯＭ、７３……
ＲＡＭ、７４……警報部、７５……改札装置通信制御部、８１……異常表示部、８２……
通路設定状態表示部、８３……メニュー表示部、８４……警報停止ボタン、８５……リセ
ットボタン、８６……異常詳細表示部、８７……異常状況ステータス、８８……旅客案内
ボタン、９１……リセットボタン（第１の操作ボタン）、９２……号機別リセットボタン
表示部、９３……号機別リセットボタン（第２の操作ボタン）。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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